
（別紙３）

〜 2024年 9⽉ 30⽇

（対象者数） 25 （回答者数） 19

〜 2024年 9⽉ 30⽇

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○
分 さらに充実を図るための取組等

1 保護者様に相談援助を⾏う際に、しっかりと援助できるよ
うに⽇々の知識のアップデートが重要。

2 固定化されたプログラムにならないように⽇々情報のアッ
プデートなどで知識をつけていき、プログラムや教材、関
わり⽅に反映させていくことが重要。

3 事業所をきれいに保つだけでなく、感染症などの対策のた
めにも、換気や加湿器などに気をつけて運営していく。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1 SNSで発信していることをもっと知ってもらうために、契約
時の際に公式ラインだけでなく、インスタグラムのフォ
ローもしてもらうように促す。

2 運営の仕組みをしっかりと固めることで、療育だけでなく
プラスアルファのイベントの実施などを企画していくこと
が重要。

3 交流する機会が持てるように、まずは指導員が他機関との
連携を密に⾏い、交流を受け⼊れてもらえるような体制を
整える必要がある。

○事業所名 フォレストキッズこどもの国教室

○保護者評価実施期間 2024年 9⽉ 1⽇

○保護者評価有効回答数

2024年 9⽉ 1⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 2024年 10⽉ 16⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で
他のこどもと活動する機会がない

同上

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

研修、訓練等についての保護者への周知⽅法について インスタグラムやブログなどだけでの周知となっているた
め、全員に届きづらい。

保護者交流会、ペアレントトレーニングなどの保護者参加の
イベントの実施について

開所から1年未満のため、運営⾯での⼒の⼊れ⽅がメイン
だったため、2年⽬になり落ち着いてくる状況を加味し、イ
ベントを企画していくことが重要。

利⽤者様にお⼦様と保護者様に満⾜して通っていただけてい
る。

本当の意味でのオーダーメイド療育を⾏なっているため、規
定のプログラムや教材にとらわれることなく、そのお⼦様に
合わせた⽀援を提供できていると考えている。プログラムや
教材をお⼦様に当てはめるのではなく、お⼦様にプログラム
や教材を考案、作成するように努めている。また、お⼦様だ
けでなく、保護者⽀援も⼤事にしているため、ご家庭での関
わり⽅やお困りごとに関する相談援助を重要視している。

お⼦様に応じた⽀援を提供できている。 アセスメントの際に診断や傾向にとらわれるのではなく、そ
の⼦⾃⾝の特性をアセスメントしている。また、⽀援プログ
ラムや教材などはその⼦に合わせて考案、作成するため、プ
ログラムや教材をお⼦様に当てはめるのではなく、すべての
教材の⽬的や意図を設定し、そのお⼦様に合わせて関わるな
どの⼯夫をしている。

綺麗な空間で⽀援できている。 午前中と就業前の2回清掃を⾏い、1⽇の終了時には使⽤した
教材の消毒などを徹底している。また、療育の合間時間は換
気をするなど感染症対策なども積極的に⾏なっている。

事業所における⾃⼰評価総括表公表


